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22

一

般

質

問

工事請負契約 ２件

工事請負契約の変更 ３件

①
部
分
林
契
約

件
数
は
、
39
団

体
44
件
で
す
。

　

契
約
面
積
は
、

３
１
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、
全
て
人
工
林
で
す
。

請
求
書
提
出
件
数
は
、
27

団
体
32
件
で
す
。

②
賠
償
が
進
ん
で
い
な
い

件
数
は
、
12
件
で
す
。

③
手
続
き
を
更
新
中
の
件

数
は
３
件
あ
り
、
更
新
手

続
き
に
至
ら
な
い
件
数
は

９
件
で
す
。

　平成28年１月26日に第１回臨時議会を開きました。

　ここでは、防災備蓄倉庫新築工事の契約などの７つの

議案を全会一致で可決しました。

建
築
面
積
変
更
の
理
由
は

対
応
で
き
る
備
蓄
品
を
完
備
せ
よ

保
管
す
る
備
蓄
品
の
出
し
入
れ
は

工事の名称
　第２期災害公営住宅敷地造成工事
工事請負代金
　８７８０万円
工　期
　着工　平成28年１月27日
　完成　平成28年８月31日
請負者
　ときわ工業株式会社

工事の名称（変更なし）
　広野駅東側第１期開発整備区域用地造成　　
　工事
工事請負代金
　３億４３４４万円を
　３億３４１５万９５６０円に変更
　（９２８万４４０円の減額）
【理由】土工減など
請負者（変更なし）
　田中・西本特定建設工事共同企業体

工事の名称
　広野町防災備蓄倉庫新築工事
工事請負代金
　１億２０９６万円
工　期
　着工　平成28年１月27日
　完成　平成28年８月31日
請負者
常磐開発・西本建設特定建設工
事共同企業体

工事の名称（変更なし）
　広野町駅東側第１期開発整備区域汚水管
　渠築造工事
工事請負代金
　７１６０万４０００円を
　７９４４万４８０円に変更
　（７８３万６４８０円の増額）
【理由】購入土埋戻工への設計変更など
請負者（変更なし）
　株式会社金村組

工事の名称（変更なし）

　広野町公民館改修工事

工事請負代金

　１億７５６万８０００円を

　１億１１５４万８８８０円に変更

　（３９８万８８０円の増額）

【理由】既存設備の破損による新設など

請負者（変更なし）

　加地和・五社山特定建設工事共同企業体

防災備蓄倉庫新築工事等の工事契約を可決

根
本
環
境
防
災
課
長

　

財
源
が
復
興
交
付
金
と

い
う
こ
と
で
復
興
庁
と
協

議
し
た
結
果
、
当
初
最
低

の
事
務
室
計
画
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
カ
ッ
ト

し
て
必
要
最
低
限
の
備
蓄

品
を
確
保
で
き
る
倉
庫
を

メ
イ
ン
と
し
た
面
積
に
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

根
本
環
境
防
災
課
長

　

備
蓄
数
量
の
根
拠

は
、
避
難
者
総
数
を
約

２
４
０
０
人
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
内
訳

は
津
波
被
災
し
た
駅
東

側
エ
リ
ア
の
人
数
と
、

今
後
駅
東
側
の
開
発
に

よ
る
エ
リ
ア
の
人
数
、

災
害
時
に
対
応
す
る
役

場
職
員
を
合
わ
せ
て

２
４
０
０
人
と
し
て
い

ま
す
。

　

日
数
は
３
日
分
の
数

量
を
備
蓄
す
る
計
画
で

す
。

根
本
環
境
防
災
課
長

　

出
し
入
れ
は
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
を
考
え
て
お
り
、

新
年
度
に
備
品
購
入
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
ま

す
。

門
馬　

巧
議
員

　

防
災
備
蓄
倉
庫
の
建
築

面
積
は
、
当
初
７
０
０

㎡
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

５
９
０
㎡
弱
に
な
っ
た
理

由
は
な
ぜ
で
す
か
。

小
磯
利
雄
議
員

　

防
災
備
蓄
品
の
購

入
は
、当
然
何
名
分
、

何
日
分
と
い
う
の
が

前
提
で
す
が
、
ど
う

い
う
人
数
計
算
で
計

画
し
て
い
ま
す
か
。

門
馬　

巧
議
員

　

防
災
備
蓄
品
を
保
管
す

る
ラ
ッ
ク
は
、
電
動
式
で

動
く
も
の
な
の
か
、
リ
フ

ト
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

①
指
標
の
一
つ

に
財
政

に
財
政
健
全
化

判
断
比
率
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
実
質
公
債

費
比
率
と
将
来
負
担
比
率

が
あ
り
、
比
率
に
は
一
定

の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
基
準
を
超
え
な
い
こ
と

を
財
政
目
標
の
一
つ
と
し

て
お
り
、
本
町
は
現
在
、

不
交
付
団
体
で
す
。

②
広
野
町
除
染
実
施
計
画

は
、
平
成
23
年
12
月
か
ら

平
成
28
年
３
月
ま
で
の
５

カ
年
計
画
で
す
が
、
平
成

28
年
度
に
も
除
染
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
計
画
期

間
一
年
の
延
長
を
環
境
省

と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

仮
設
減
容
化
処
理
施
設

は
、
平
成
28
年
度
末
で
災

害
ガ
レ
キ
等
の
焼
却
を
完

了
し
、
平
成
29
年
度
中
に

解
体
す
る
計
画
で
す
。
稼

働
期
間
終
了
の
処
理
は
、

フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ
ク
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
中
間

貯
蔵
施
設
に
搬
出
さ
れ
る

も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

小磯　利雄 議員

数
十
回
の
要
望

は
無
視
さ
れ
拡

が
る
賠
償
格
差
な
ど
そ
の

「
信
頼
」
は
、
大
き
く
揺

ら
い
で
い
ま
す
。
そ
こ
で

２
年
半
前
の
選
挙
公
約
に

つ
い
て
、

①
選
挙
公
約
の
個
人
賠
償

は
い
つ
実
現
し
ま
す
か
。

②
拡
が
る
「
賠
償
格
差
」

に
つ
い
て
具
体
策
を
お
示

し
下
さ
い
。

③
帰
還
者
支
援
と
し
て
、

新
た
な
事
業
を
実
施
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

①
継
続
的
に
要

望
・

要

請

を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
実
現

東
京
電
力
と
の

「
部
分
林
」
の

立
ち
木
に
係
る
財
物
賠
償

は
、
支
払
済
み
団
体
か
ら

先
の
見
え
な
い
団
体
が
あ

り
ま
す
が
、

①
直
近
の
部
分
林
契
約
件

数
・
契
約
面
積
を
人
工
林

・
自
然
林
別
に
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

②
賠
償
進
捗
件
数
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

③
賠
償
が
進
ん
で
い
な
い

件
数
と
対
処
状
況
、
終
結
予

定
日
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

信
頼
回
復
の
た
め
新
た
な
施
策
は

遠
藤
町
長
／
町
と
し
て
の
施
策
を
検
討

部
分
林
賠
償
の
未
請
求
団
体
へ
の
対
処
は

遠
藤
町
長
／
賠
償
請
求
に
向
け
協
議

町
長

町
長

小
磯

小
磯

新
年
度
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方

針
と
政
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
各
基
本
計
画
上
の
財
政

目
標
は
ど
の
よ
う
に
設
定

し
て
い
ま
す
か
。

②
仮
設
減
容
化
施
設
28
年

度
内
完
了
と
、
広
野
町
除

染
実
施
計
画
期
間
の
延
長

の
整
合
性
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
防
災
拠
点
道
の
駅
ひ
ろ

の
整
備
事
業
は
多
大
な
事

業
費
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
経
済
・
財
政
状
況
上

許
さ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

④
29
年
３
月
の
借
上
げ
・

仮
設
住
宅
か
ら
の
帰
還
の

受
入
れ
時
、
住
宅
の
無
い

町
民
へ
の
住
居
施
策
等
で

解
決
で
き
る
か
伺
い
ま

す
。

⑤
本
町
が
抱
え
て
い
る
交

通
渋
滞
・
作
業
員
宿
舎
・

消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て　
　

伺
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
施
政
方
針
よ
り

遠
藤
町
長
／
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う

小
磯

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

②
震
災
前
の
生
活
を
取
り

戻
す
た
め
、
国
・
県
に
対

し
、
地
域
の
実
情
を
訴
え
、

継
続
的
に
要
望
・
要
請
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
多
く
の
町
民
が
厳
し
い

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
実
情
を
繰
り
返

し
要
望
・
要
請
し
、
訴
え
、

国
及
び
東
京
電
力
の
責
任

の
も
と
に
、
賠
償
の
格
差

是
正
は
も
と
よ
り
、
生
活

再
建
の
支
援
を
強
く
求

め
、
町
と
し
て
の
施
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
昨
年
11
月
に
設
立
し
た

整
備
検
討
委
員
会
を
中
心

と
し
て
、
国
・
県
の
補
助

事
業
等
を
調
査
検
証
の
う

え
、
将
来
に
亘
っ
て
財
政

の
健
全
性
が
保
た
れ
る
範

囲
の
事
業
規
模
と
し
、
取

り
組
み
ま
す
。

④
第
二
期
災
害
公
営
住
宅

及
び
既
存
の
町
営
住
宅
並

び
に
、
町
内
２
カ
所
の
仮

設
住
宅
を
県
よ
り
払
い
下

げ
、
町
営
住
宅
と
し
て
再

利
用
す
る
こ
と
を
検
討
し

住
居
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

⑤
国
道
６
号
線
の
交
通
状

況
、
現
状
を
把
握
し
た
う

え
で
関
係
機
関
等
へ
強
く

働
き
か
け
、
緩
和
・
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

作
業
員
宿
舎
は
、
本
議

会
定
例
会
に
上
程
し
て
い

る
条
例
に
よ
り
、
建
築
確

認
申
請
に
先
立
つ
手
続
き

を
定
め
、
秩
序
あ
る
土
地

利
用
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

消
防
団
員
確
保
に
つ
い

て
、
県
と
共
同
で
町
内
事

業
所
の
訪
問
に
よ
る
協
力

要
請
及
び
、
県
議
会
に
は

消
防
団
の
活
動
に
協
力
す

る
事
業
所
等
へ
の
支
援
措

置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
町
内
在
勤
者
が
入

団
で
き
る
環
境
整
備
に
向

け
、
条
例
の
改
正
を
視
野

に
検
討
し
ま
す
。

町
長


